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【要 旨】
キャ リア教育は、小学校か ら大学までを通 して、職業観・勤労観等、態度意欲、基
礎的・汎用的能力等を育成 していくこととされている。これ らの領域の中で、職業観 0
勤労観 の育成、特 に職業価値観 の育成 は、他の諸能力等の育成 とともに重要な要素 と
考 えられ る。本研究は、小学生の職業観 0勤労観 を培 うための授業を中心 とす るプ ロ
グラムを開発 し、その効果 を検討す ることを目的 とした。
プログラムの 目標 :児童 が次の よ うな価値観 について、気づきや理解 を深 めること
であつた。①働 く (職業)こと人の理解 :世の中にはいろいろな職業があることを理
解す る。 また、それ らの職業の内容 についての理解 を深 める。②何のために働 くのか
(価値):(ァ)いろいろな価値観 があることに気づ く。 (ィ)自己の価値観 の確認。(ゥ)
他児童の価値観の違いを認 める。(ェ)今もつている価値観 は、将来変化 してい く可能性
があることに気づ く。
プ ログラム内容 :(1)事前調査 (職業 リス ト、職業観テス ト)、 (2)事前学習 ;①家
族イ ンタビュー、②職業調べ学習、(3)第一次授業 ;①職業価値の順位づけ、②小集団
(班)での話 し合い、(3)第二次授業 ;ポスターセ ッシ ョン発表、(4)事後調査 (職業
リス ト、職業観テス ト)
結果は次のよ うであった。①事前学習に より、児童の挙げる職業の数 、職業内容 の
記述か ら知識が増大 し、深 まった ことが うかがわれた。②事前・事後の職業観テス ト
を比較 した結果、職業価値の うち、「自分の得意なことをいかすため」が より重視 され、
「働 くのは当た り前だか ら]は重要度が下がつたことが示 された。また、「人に認 め ら
れ るため」は重要度が上がる有意な傾 向がみ られた。事後テス トの結果 は、班 ごとに
集団決定 した結果 と類似 していた。 これ らの結果に基づき、本研究で開発 した授業プ
ログラムは、児童の職業観・ 勤労観の育成に一定の効果 を有す ると考え られ る。
I 問題意識
1.現代のキヤリア教育の重要性
1999年中央教育審議会答 申による 「学校教育 と職業生活の円滑な接続 を図るため、
望ま しい職業観・勤労観及び職業 に関す る知識や技能 を身 に付 けさせ るとともに、 自
己の個性 を理解 し、主体的に進路を選択す る能力 0態度 を育てる教育 (キャ リア教育 )
を、発達段階に応 じて実施す る必要がある」 とす る 「キャ リア教育の推進」の提言 を
受 け、2004年には、キャ リア教育 と進路指導の関連 を明示す る、『 キャ リア教育の推
進に関す る総合的調査研究協力者会議報告書』が出 された。 これ らの答 申や報告書が
出る以前は、「キャ リア教育」 とい う言葉 は学校現場でほ とん ど使用 されず、「進路指
導」 も中学校 と高等学校において実施 され るもの とされ、小学校では特 に必要性が強
調 されなかった。 しか し、最近の中央教育審議会答 申 (2011)を受けての文部科学省
の手引「小学校キャ リア教育の手引き」(文部科学省 2011)によれば、キャ リア教育は
小学校か ら大学 までの期間、発達段階に応 じて実施す る必要があるとされている。
この よ うな変化 は、キャ リア教育の基本的な理念か ら発生 した もの と考え られ る。
すなわ ち、キャリアを単に就職 といつた狭 い意味で提 えるのではな く、個々人の人生
と同義 と捉 えた場合 (キャ リア教育の手引き 文部科学省 2011)、キャ リア教育は生ま
れてか ら死ぬまで一生続 け られ るものであろ う。 とはいえ、その人生の中で、職業生
活 は生活の核 とな る重要な ものである。 したがつて、広い意味のキャ リア教育は、学
習者 (児童・生徒 )、 社会人、家庭人、 といつた人生にお けるさまざまな役割 に関わ り
を持 ちなが らも、学校 にお けるキャ リア教育の中心は職業生活への準備 が中心である
べ きだ と考 えられ る。 その際、小学校段階では、具体的な職業選択や専門的知識の習
得に結びつ くものではな く、社会人 としての基礎的な能力の育成 と、職業観・勤労観












なお、国立教育政策研究所生徒指導研究セ ンターの 「児童生徒の職業観・ 勤労観 を
育む教育の推進 について」(2002)では職業観・勤労観 について次 のよ うに記述 してい
る。
「職業観」…人それぞれの職業に対す る価値的な理解 であ り、人が生 きてい く上で
の職業 の果たす意義や役割 についての認識 である。
「勤労観」…勤労に対す る価値的な理解・認識である。
※ 「職業観・勤労観」の価値的な理解 とは…
「世の中には どのよ うな職業があ り、それぞれの職業では どのよ うな仕事 を し、
どの よ うな専門的資質・能力 が必要なのかについての知識 0理解 をもとに、 自分
は どの職業に どの よ うな働 きがいや誇 りを見出そ うとす るか、あるいは、生 きて
い く上で職業に どのよ うな意味づけをあたえてい くか とい うことである。」
白木(2010)
さらに、以上をま とめて、「職業観・勤労観」 とその価値的な理解 を以下の ように
定義 している。
「職業観 0勤労観」は職業や勤労についての知識・理解及びそれ らが人生で果 た
す意義や役割についての個々人の認識であ り、職業・ 勤労に対す る見方・ 考え方、
態度等を内容 とす る価値観 である。その意味で、職業・勤労を媒体 とした人生観
ともい うべ きものであって、人が職業や勤労を通 して どの よ うな生 き方 を選択す






これまでに、職業観・勤労観 を育成す ることを 目的 とした研究は、い くつかある。
例 えば、田原 (2007)は総合的な学習の時間における実践研究で、小学校 6年生を対
象 とし、職業観・勤労観 を育てるための授業 を行 つている。田原(2007)は職業観・勤労
観 を 「夢や選択肢 を広 げて考える楽 しさ、 自分の可能性 を広げる (気づ く)ことの楽
しさを味わ うことによつて、これか らの 自分に希望 をもつ ことができる教育」 と定義
している。職業観 を育む活動構成は、『 自分の夢マ ップ』、『 夢の設計図』づ くりをお こ
なつている。また、 1年間を通 して 日記 を書 くことや、卒業式 を迎えた 3月に、5年
生に『 伝統引継 ぎ式』 を行 つた。その結果、キャ リア教育を機能 させ た 「総合的な学
習の時間」の取 り組みは、児童 の発達に応 じた職業観・勤労観」の育成 に 「自分の未
来 を肯定的に とらえ、 よ りよく生きていこ うとす る」児童へ と変容す る効果があると
報告 している。 しか し、 このよ うな授業の他教科等への活用のしかたや、妥 当性 と信
頼性のある効果測定については、課題が残 るとしている。
このよ うな総合的な学習の時間の中で も、職業観 0勤労観 の育成 は可能であると考
え られ るが、筆者 は、 この ような 自分の将来を机上で考える活動のみでは、職業観・
勤労観 の育成、特 に職業価値観 の育成 に限界があると考 えた。そ こで、今までの 「職
業観・勤労観」の先行研究を検討 した結果、近藤(2010)の「児童の勤労観や職業観 をは
ぐくむプログラムの開発 。実施jを参考にす ることが望ま しい と考 えた。
近藤(2010)は、児童の職業観・勤労観 を育成す るために、児童の 自主的な活動 を中心
にプログラムを開発 し、実施 してい る。そ こでは、道徳の時間、特別活動 (学級活動
の時間)において、SGE(構成的グループ 。エンカ ウンター)、 GWT(グループフ
ー ク・ トレーニング)などによ り、 自己理解・他者理解 を深 める活動 を行つている。
近藤(2010)はキャ リア教育の4領域 8能力 を基盤 とし、学校や家庭、地域での 自分の役
割につ いて、その意味や果たす意義を考え、役割を果 たす喜びを味わ う体験を通 して、
豊かな勤労観や職業観 を育成 してい くものだ と述べている。このことか ら、近藤(2010)
は、職業観・勤労観 を能力、価値観 、態度 を含 めた広い意味で捉 えてい ることが分か
る。本研究では、文部科学省の新 しい概念整理に したがい、「職業観・勤労観」を職業
やその内容についての認識 に基づ く、職業や勤労への価値観や態度に限定 して扱いた
い。ただ、本研究 を行 うにあた り、近藤(2010)で参考に したいのは、効果演1定に使用 し
ている 「職業観テス ト」(国立教育政策研究所,2005)である。 このテス トは、将来働
く目的について、12項目の質問で尋ねている。
この研究のま とめとしては、「人間関係 を形成す る能力の育成」に焦点を当てたキャ
リア教育の効果 を検証 し、① “人の役 にたちたい"“人 と仲良 くしたい"“世の中をよ
くしたい"とい う人間関係の形成に関 した働 く価値観 の向上、② “偉 くな りたい"“お
金を得たい"“人に認 め られたい"とい う価値観の低下③働 く意義についての理解の向
上な どが平均値に有意に変化をお こしている点か ら、「人間関係 を形成す る能力の育成」
は職業観・勤労観 を高める効果があると報告 してい る。
(2)職業観・ 勤労視 の測定
職業観・勤労観 を特に職業価値観か ら捉 える尺度 としては、増 田・広井(1965)の「職
業観診断テス ト」が古 くか ら利用 されていた。最近では、山田(2005,2007)が「職業観
テス ト」を用いて調査 を行 つている。 この調査 は、何のために働 きたいか とい う視点
で 「職業 (仕事)目的意識」 とも呼べ る 12項目の働 く目的を取 り上げ、回答 を求めて
いる。『 職業あるいは仕事につ くことによつて何 を得 ようとしているのか、何 を最 も重
視 して職業につ こ うとしているか』といつた「職業 目的意識」あるいは「職業価値観」
を提 えよ うとしている。
山田によれば、彼の作成 した 「職業観テス ト」は、「職業価値観」を潰1定す るために
増田 。広井(1965)が作成 した「職業診断テス ト」を構成す る下位概念に対応 してお り、
その対応 関係は表 1のよ うになるとい う。「職業観診断テス ト」の 5つの下位尺度は次
の とお りである。(山田 1882)
第 I尺度 職業の経済性重視
職業に従事す ることによって得 られ る収入、生活の安定、経済生活の向上な どを
重視す る度合い。
第 Ⅱ尺度 職業の社会的価値重視
職業に従事す ることによらて得 られ る社会的地位、名声、威光、ない しは集団所
属、社会的承認 な どを重視する度合い。
第Ⅲ尺度 職業における自己実現重視
職業に従事す ることによつて、 自己の個性・能力 を発揮 し、 自由な 自主的活動 を
通 して、 自己の興味や理想 を実現 しようとす る態度 を測定す る。
第Ⅳ尺度 職業義務感




作業集団・ 企業体 。事業体に所属 した場合、その集 団に対す る忠誠心、職業移動
に対す る抵抗性、職場での定着性 な どに現れ る職場 。企業体への帰属性。























※なお、 この表 1には 「職業観 テス ト」(国立教育政策研究所,2005)の12項目の うち、「人の役に立つため」、「人 と仲 よくす
るためJの項 目が入っていない。
4.児童 に育みたい職業観 0勤労観の内容
では、具体的に、児童 に どの よ うな内容の 「職業観・勤労観」 を学ぼせ ることを 目
指せばよいのであろ うか。 白木(2010)は、「職業観・勤労観」について、道徳的価値の
側面か ら考察 している。 白木は尾高 (1941)を引用 し、「職業は、個性の発揮、連帯実
現及び生計維持の三面 よ りなる行為形式である」(p79)とした上で、注意すべきは、職
業の一面のみを見てその全面を見ていない こと、あるいは一面を強調す るあま りにそ
れを以て全面 と混同 しているとい うことであるとしている。つま り職業の理想形態は、
「経済性」0「個人性」0「社会性」の三要素のバ ランスの上に成立 し、また、いずれ が
欠 けて も職業 とは定義す ることはで きない とい うことを示唆す るものである。確 かに
職業 を考 えてみ ると、一面ではな く尾高のい う三面か らなることは納得できる。つま
り、職業的価値は、例 えば人の役 に立つ とい う「社会性」のみのよ うに、ある一つの
価値だけを最 も気高い もの として教 え込むのではな く、 このよ うな さま ざまな価値 が
存在す ることを理解す ることが教育上、重要 と思われ る。
中学校 においては、「道徳の時間では、責任 をは じめとす る、在 り方、生き方にかか
わる道徳的価値の追求、職業の三要素 (個人性、経済性、社会性)の道徳的価値、学
ぶ意義 。働 く意義 0生きる意義、存在す ること、生か されていることへめ感謝 、生命
の神秘性・連続性 0有限性への畏敬 の念等」(白木,2010,p84)望ま しい職業観 0勤労観
の育成 と関連 を意図 した取 り組みが考えられ ると記述 している。この白木の考 え方は、
中学生に向けた ものであるが、小学校段階で も、これ らの うちの多 くに触れてい くこ
とが望ま しい と思われ る。 ただ し、小学校段階では、同 じ価値観 を扱 うに して も、 日
常に基づいた身近な内容 を扱 うとい う配慮が必要である。すなわち、抽象的 0論理的
な思考過程 と結論 を求めるのではな く、 さま ざまな価値への側面への 「気づ き」 と、
児童な りの 「主体的な思考」に主眼を置 くことが重要である、 さらに、中学校 、高等
学校か ら社会に至 るキャ リアについて、希望や憧れ をもつ ようにさせ ることが望まれ
る。
5。 本研究の 目的
本研究では、小学校高学年 を対象に彼 らの 「職業観・勤労観」を育てるための授業
プログラムを作成 し、その効果 を検討す ることを目的 とす る。
本研究でい う「職業観・勤労観」は、主 として職業に関す る知識 に基づいた職業価
値観 と態度 を指 してい る。具体的には 「職業あるいは仕事 につ くことに よつて何 を得
よ うとしているのか、何 を最 も重視 して職業につ こ うとしているのか」 とい うことに
焦点を当てる。
職業観・勤労観 を育成す る方法 としては、探求型の調べ学習 と小集団 (班)での話
し合いを活用す る。小学校段階では、社会的 自立 0職業的 自立に向けて必要な意欲・
態度や能力の基礎 を形成す る段階である。本研究で実践 しようとす る職業観・ 勤労観
に関す る基礎的な知識・価値観 に触れ る経験は、その後の職業体験や職業選択 を行 う
中学校以降のキャ リア発達に向けて、有意義な準備体験になると思われ るか らである。
Ⅱ研 究 の 計 画
1.授業プログラムの具体的な目標
① 働 く (職業)ことへの理解→世の中にはいろいろな職業があることを理解する。ま
た、それ らの職業の内容についての理解を深める。




項 目 内 容 目的
事前調査 ①
②
職業 リス ト (プレ)
(Appendixl)
職 業観 テ ス ト (プレ)
(Appcndix2)
① 現在の知っている職業についての内容、役割 な どを記
入す る。





② 職業調べ学習 (一人学習 )
(Appendix4)
① 身近にいる職業人 として、家族か ら働 くことへの喜び、
幸せ、大変 なことの話をインタビュー し、働 くことの
意味について理解 を深めることを目的 とす る。
② 児童の興味のある職業について、書物 (13歳のハ ロー
ワー ク)やイ ンターネ ッ トなどで調べ、職業の内容、
その職業が社会に どのよ うな役割や責任があるか、ま
た、 どうした らその職業につ くことができるかを調べ
る。




グ ① 12項目の中か ら、何のために働 くのか、職業価値観 を
順位づけ し、 自分 に とつて何が重要か、何が重要でな
いかを理由を言えるように、各 自、ワー クシー トに記
入する。
② 各 自、記入 した ワー クシー トを参考に しなが ら、小集
団 (班)で話合い活動を展開 し、上位 3項目、下位 3
項 目を画用紙に書 き込む。 さらに、働 くことへの小集
団 (班)内での意見をま とめる。働 くことへの価値観
の多様性について学ぶ。
第二次 ポス ターセ ッシ ョン発 表 小集団 (班)内の意見や、自分の意見、調べたことを
発表 し、 自分の思いや考えを友達に伝えることができ
る。また、何のために働 くのか とい う、いろいろな価
値観があることに気づ くことができる
事後調査 ① 職業リスト (ポスト)










(2)対象校の地域性 内陸部の小 さな町。地元企業はあるが、大規模 な企業はない。
(3)対象校のキャリア教育の認識 学校 目標に されていることはなかつた
(4)対象児童 第 6学年 1クラス 23名(男子 10名、女子 13名)
(5)授業実践者 筆者
(6)実施期間 平成 25年9月18日～平成 25年12月6日




効果測定 :実践 した授業の効果は、次の もので測定す る。
(1)知っている職業→調べ学習により、知つた職業を認識する。
(2)職業観テス ト「国立教育研究所(2005)」を授業の前後に実施する。
(3)職業の意識の変化。 (ダイヤモ ン ドランキング 12項目)





「自分の働 く価値 と、他者の価値 との違いにふれる」
本時は、前回か らの質問紙アンケー ト調査、家族のインタビュー、調べ学習によつ
て得た、「働 くことの意味」を理解 した上で、一人学習か ら班学習へ と展開す ることを
意図 している。働 く (職業)ことへの理解 をす ることで、世の中にはいろいろな職業
や価値観があることを理解する。
◎働くことってどんなこと?〔内容項目 4-(4)勤労〕
◎ 自分が働 く上で重要な項 目 (大切なこ
について他児童 と意見交換 し、働 くこ
世の中にはいろいろな職業があること
と)や、重要でない項 目 (そうでない こと)
とへの価値観 の多様性について学ぶ。 また、
を理解する。
準備物 ワークシー ト (職業ダイヤモン ドランキング)、 画用紙、マジック








○ 「職 業 ダイ ヤ モ ン ドラ ン キ ン グ (職業 価 値
の順 位 づ け )」 づ く りの 目的 、内 容 を説 明 す る。








2、 職業ダイヤモン ドランキング (職業価値
の順位づけ)を作成 し、班に分かれて話 し合
う。
(1)○各 自、働 く上で、重要 と思 う項 目と、





○ここでは、どれが 「正 しい」 とか 「間違っている」
とい うことはない事を、児童へ助言 してお く。
○最上位 と最下位の項 目を選んだ理由を記入 し、発言
できるようにす る。
○働 くことについては、いろいろな考えや職業につい
て価値観があることに気づ き、共感できるよ うにす る。
他児童 との価値観の違いを認め 自分の価値観 との違いに触れ る
3、 話 し合いで気づき、学んだこと等を参考
に して各 自、教室内にはた らくことで大切だ




(2)次時の発表 にお け る役割 を決 め る。
○必要 な筆記 用具 、画用紙 を準備 してお く。
○次 時の めあて、 内容 、方法 、時間 につ い て助言 して
お く。










「調べた ことや、グループで話 し合つたことについて役割 を決めて発表
本時は、第一次に続 き、班内で話 したことや、 自分の考 えていた項 目 (価値観)の
違いに触れ、班 ごとに画用紙使 い、上位三項 目、下位三項 目を抽出 し、クラスのみん
なの前で意見や、 どうい う経緯で このよ うな結果になつたのかを自信 を持つて発表で
きるかが本題である。 また、何のために働 くのか とい う、いろいろな価値観 があるこ






◎働 くことに関す る職業価値観 について、人によ
準備物 マグネ ッ ト、 ワークシー ト (上位 3項目
画用紙
職業価値観 の多様性に気づこ う。 〔内容項 目 4-(4)勤労〕



















2、 班 内に発表 内容や 、発表方 法、役 割 を確 認
したあ と、発 表用 の画 用紙 を掲 示す る。
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(1)班ご とに、働 くことの大切 さについて分
か りやす く発 表す る。
(2)ポス ターセ ッシ ョン形式 で順番 に発表す
る。
○発表用の画用紙は、教室内に掲示 し、全員が見え
るように してお く。(発表時間は 1班×3分)
○学級 内 を発表 す る班 と、発表 を聞 く班 の 2つに分
け る。 (計6班)




た こ とを発 表 し、自分 の思いや考 え
のため に働 くの か とい う、い ろい ろ
る。



















事前の「職業 リス ト」(9/10実施)の結果 を下記 の表 2で示す。多数の児童 は自分の
家族の職業を書いた者 が多かった。そのほかの職業については、平均 4.3個の職業名 を
挙げていた。知 つている職業は もつと多い と思われ るが、再生できる数は少ない。 し
か し、書 き出 した職業については、その内容について、簡単に説明できていた。 これ
は、興味のある職業については、家庭や学校、また友達 との中で話 を してお り、ある
程度の概要を理解できていると考 え られ る。
表2 職業 リス トの事前質問紙アンケー ト結果
順 位 職 業名 どんなことをする仕事か ? 人ノ%
学校の先生 勉強を教 える人。いろいろなことを教 える仕事。 20(86.9)
2 医 者 病気 を治す人。病気をな くす人。 16(69.5)
3 介護士 お年寄 りの世話 をす る人。楽 しませてあげる。 15(65.2)
4 保育士 小 さい子のお世話 をす る人。子 どもの面倒 をみ る。 13(56.5)
4 警察官 悪い人を捕まえる人。安全 を守 る。 13(56.5)
注)4位は同数で 2つあった。
授業 プ ログラムを実施 した数 日後、事後の 「職業 リス ト」 を実施 した (12ノ6実施 )。
その結果 か ら、多 くの子 どもた ちが記入 した職業名 、上位 5位まで を表 3に示す。
表3 職業 リス トの事後質問紙アンケー ト結果
順 位 職業名 どんなことをす る仕事か ? 人ノ%
1 学校の先生 私たちに、教科 をお しえる。宿題 をつ くる。 21(91.3)
2 保育士 子 どもの世話や、遊びを教 える。 16(69.5)
3 医 者 看護師 と一緒 に、病気 を治 し、薬 を くれる。 14(60.8)
4 美容師 好みの髪型にカ ッ トして、綺麗 に して くれ る。 11(47.8)
5 芸能 人 テ レビに出て、全 国のひ とを笑 わせ る。 10(43.4)
この結果か ら、書 き出 された職業名の量が全体平均 7.3個に増加 し、「職業 リス ト」の
内容について詳細に記載できるよ うになつた (抽象的な仕事内容か ら具体的な仕事内
容 を記入できていた)。 これは、事前学習で①家族インタビューや②職業調べ学習によ
って、家族の方か らの職業への意義や、興味のある職業について探求型の調べ学習を
行つたことによって、知識 が深 め られた と考えられ る。
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2.職業価値観 について
このテス トは、「職業 リス ト」を実施 した数 日後に行った。児童の 「働 くのに重要な
こと」に関わる意識の変化、価値観 の変化 を明 らかにす るための質問紙 による調査の
質問項 目の得点は、「とて もそ う思 う」5点、「まあそ う思 う」4点、「普通」3点、「あ
ま りそ う思わない」2点、「ぜんぜんそ う思わない」 1点として算出 した。
下記の表4【プ レ→ポス ト】の数値は、質問項 目に関す る5段階評価 を点数化 し合
計 した ものの平均値の推移 を表 している。
※なお、事前調査で 1名欠席があったため、それ を除外 し、22名のデータを分析に用いた。
表4 職業観テス トの結果
働くのに重要なこと(12項目) 人 数 プレ(平均値 ) ポスト(平均値) t値
① 偉くなるため 22 2.50 2.52 0.28
② 人に認められるため 22 3.41 3.78 -2.02†
③ お金持ちになるため 22 2.32 1.91 1.44
④ 自分の得意なことをいかすため 22 3.32 4.39 -2.81・
⑤ や りたいことをするため 22 4.05 3.96 0.33
⑥ 遊ぶのに必要なお金をもらうため 22 2.00 1.96 0.00
⑦ 暮らすのに必要なお金をもらうため 22 4.68 4.78 -0.56
③ 人と仲よくするため 22 3.68 3.91 -1.50
⑨ 人の役に立つため 22 4.27 4.22 -4.00
⑩ 世の中をよくするため 22 3.73 4.00 -1.19
① 働くのは当たり前だから 22 3.27 2.30 3.47・*
⑫ 貧乏にならないため 22 3.68 3.43 0.46
"く.01  ■く05  .05く十く10 ;t検定の自由度はすべて21であった。
事前 と事後の職業観テス トの t検定の結果、④ 自分の得意なことをいかすため、⑪働
くのは当た り前だか ら、の 2項目が有意に変化 した。また、②人に認 め られ るため、
の項 目が有意な傾 向がある結果になつた。これは、山田(2007)の職業観 の項 目と増井 0
広井(1965)の職業診断テス トの下位尺度 との対応関係で比較す ると、職業の社会的価値
に含まれ る項 目の得点が増加 し、職業義務感 に含まれ る項 目の得点が減少 した ことに
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なる。“④ 自分の得意なことをいかすため"の得点が増加 した理由については、単に経
済的・社会的な理 由で働 くとい うことか ら、 自己の特性や能力 を発揮す ることも働 く
上で重要であると思われたのではないか と考 えられ る。また “⑪働 くのは当た り前だ
か ら"の得点が減少 した理由については、 i)家族インタ ビュー、 ■)職業調べ学習で
いろいろなことを学び、働 くことは義務であるとい う単純な考えか ら成長 したのでは
ないか と考えられ る。有意に増加 した傾向にある “②人に認 め られ るため"は、働 く
うえで、仕事やそれに伴 う役割 を達成 し、人に認 め られ ることが喜びになるとい うこ
とを家族インタビューな どか ら気づいたのではないか と思われ る。
このよ うな変化 を、近藤(2010)の「職業観テス ト」と比較 してみると、近藤 の調査結
果では①偉 くなるため、③お金 もちになるため、③人 と仲 よくす るため、⑨人の役 に
たつため、⑩世の中をよくす るため、の5項目が有意に変化 を示 しているが、本研究
の授業プログラムによ り有意に変化 した もの とは、まつた く異なつた結果 となつてい
る。この違いを生 じた原因 として、近藤(2010)は「人間関係 を形成す る能力の育成」に
焦点をあてたプログラム として、 さまざまな活動 を取 り入れて実践 している。それ に
対 して、本研究は、職業あるいは仕事につ くことによって何 を得 よ うとしているのか、
何 を最 も重視 して職業 につ こ うとしているか といつた 「職業 目的意識」 あるいは 「職
業価値観」に焦点 を当てた活動か らなるプ ログラムを実践 した。効果の違いは、この
よ うなプ ログラムの違いによるものだ と考 えられ る。
次に、今回の調査結果で事前 。事後調査 を通 して、⑦暮 らすのに必要なお金 をもら
うため、⑨人の役 にたつため、が常に高い平均値 を示 していた。また逆に、③お金持
ちになるため、⑥遊ぶのに必要奈お金 をもらうため、が常に低い平均値 を示 していた。
近藤(2010)の調査結果では、“暮 らすのに必要なお金 をもらうため"“人の役にたつため"
は学級全体で事前事後 とも高い数値 を維持 し “お金持 ちになるため"“偉 くなるため"
“遊ぶのに必要なお金 をもらうため"は、低い数値であった。また、山田(2007)による
小学校 5年生の結果では、高かつた項 目は、"暮らすのに必要なお金 をもらうため"(10
項 目中 1位)、 “自分の得意なことを生かすため"(2位)であ り、逆に低かつた項 目は、
“遊ぶのに必要なお金 をもらうため"(10位)、 “偉 くなるため"(9位)“お金持 ちにな
るため"(8位)であった。 これ らの結果 を比較す ると、若干の違いは見 られて も、全
体 としては類似 している。したがって、小学生の職業価値観 に関す る全体的な傾 向は、
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全国的に類似 した もの と考えられ る。子 どもたちがこのような価値観 を持つ理由とし
ては、次節で示す ように、児童の理 由づけか ら、働 くことの中心を 「生活のための経
済的な価値」 と 「社会的に人々のために役に立つ」 ことにおいていることが うかがわ
れ る。
3.小集団 (班)活動による価値観の変化
授業プ ログラムのなかで、小集 団 (班)活動によつて、事前、実践、事後の価値観
の変化 を把握す るため、班学習による活動の前後、及び班学習記録 した。 この授業プ
ログラムで、小集 団 (班)活動前の個人の価値観 と、小集団 (班)活動での集団決定
した価値観 の変化、 さらに、それ を受けて、事後に個人の価値観が どう変化 したかを
下記 に記述す る。
(1)小集団 (班)活動前の個人の価値観
上位 として挙がつた項 目は以下の ものである。①暮 らすのに必要なお金 をもらうた
め、②世の中をよくす るため、③人の役に立つため、が上位 を占めた。その理 由とし
て代表的なものを挙げると以下のよ うなものである。
① 暮 らすのに必要なお金をもらうため
・暮 らすにはお金がいるか ら。・お金がない と幸せな生活ができないか ら。
・お金がない と生きていけないか ら。
② 世の中をよくす るため
・悪い人をこらしめる。・平和に働 きたいか ら。・楽 しく仕事 を したいか ら。
③ 人の役にたつため


















班 ごとの話 し合いにより、職業価値 として大切だ と思 うもの上位 3項目、下位 3
項 目を画用紙に記入 させた。
上位 として挙がつた項 目お よびその代表的な理由は以下のものである。
① 暮 らすのに必要なお金 をもらうため
・暮 らすにはお金がいるか ら。・お金がない と幸せな生活ができないか ら。
・お金がない と生 きていけないか ら。
② 人の役にたつため
。人の役に立つ ことは、みんなが平和になれ るか ら。・役に立つ ことは重要 とお
もうか ら。。人に笑顔や幸せ になつてもらえるか ら。
③ 自分の得意なことを生かすため
・得意なことを仕事に した ら、楽 しくなると思つたか ら。・ 自分の得意なことを
生かす ことがいい と思 う。・楽 しくできた方いい と思つたか ら。
上記の結果か ら、各班の上位 3項目、下位 3項目は、 よく似てお り、その理 由もあ
ま りかわ らない ものであった。 この ように、ほ とん どの班での意見、理 由が類似 して
いた理 由として、互いに話合い活動によつて、 よ リー般性 のある価値観 に近づいてい
つたのではないか と、記録、観察か らうかがえた。ただ し、個々の児童の意見が どこ
まで深 く掘 り下げて考 え られているかについては、疑間が残 つた。すなわち、 自分の
意見は他児童に伝 えることができているが、結滞にあたっては、班の多数の意見や、
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リーダー的児童の意見が尊重 されているよ うに観察 された。
また、集団決定 した職業価値の中で上位 3位以内にあがつたものを集団活動前に個
人の考 えた価値観 と比較す ると、「世の中をよくす るため」に代わつて 「自分の得意な
ことを生かすため」 とい う項 目が入 つてい る。 これは、職業観テス トの結果 と共通 し
てお り、個人の事後における価値観 の変化 と班活動による集団決定の結果が一致 して
いることが明 らかになった。また、「自分の得意なことを生かすため」の理由を見ると、
仕事をす るな らば、 自分の得意な ことを生か して、楽 しく仕事 を したい とい う思いが
高まったことが認 め られ る。
次に、下位 と して挙がつた項 目お よび理由は以下の ものである。
① 遊ぶのに必要なお金をもらうため
・遊ボお金は、ちょつ とでも遊べ るか ら。・遊ぶのにお金 を使 つた ら、暮 らせ な
いか ら。・遊ぶな ら、生活に使 えばいい。
② 働 くのは当た り前だか ら
。自分が働 きた くなかつた ら、働かなくて もよい。9働いていない人 もいるか
ら。
・親か らお金が もらえるか ら。
③ お金持 ちになるため
・お金持 ち じゃな くて も幸せな らいい と思 う。
・お金持 ちじゃな くて も、生活 していけるお金があればいい。
・お金持 ちになるために仕事をす るん じゃないか ら。
集団決定によ り下位 3項目に入 つているものを事前の個人的な価値観 と比較す ると、
「偉 くなるため」に代わつて、「働 くのは当た り前だか ら」が入 つている。 これ も、職
業観テス トの結果 と共通 している。ただ し、「働 くのは当た り前だか ら」が重要でない
とい う理由を見ると、働かな くて も生活 していけるとい う、 自己中心的な考えが出て
きている。働 くことに対す る児童 の考 えに多様性が出てきた とも言 えるが、職業観・
勤労観 の うえでは、必ず しも発達 した状態 とは言えない と思われる。
(3)小集団 (班)活動後の個人の価値観
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学級全体での話合い活動後、児童個人の価値観 について記述 して もらつた。結果は、
(2)の小集団 (班)活動での集団での内容 と同 じ結果 とな り、学級全体で9割近
い児童が同 じ項 目、理 由を記述 していた。 この理 由は、話合い活動によつて、多様
な価値観の理解 、何のために働 くのか とい う理 由が明確になつたのではないか と考
える。
ここでの上位、下位項 目、理 由は (2)の小集団 (班)活動での集団での変化 とほ
ぼ同様の記述なので省略す る。
4.プログラム終了後の振 り返 り




・“役に立つため"、 “世の中をよくするため"がとて も大切だ と思らた。(lo/23人)
このよ うに、多様 な価値に触れ ることで、子 どもたちの価値観 に授業プ ログラム実
施の事前 と事後の間に変化が起 こつた と考 える。なぜな らば、事前調査では経済的な
側面を職業価値の上位 としていた児童が多かつたが、事後の授業プ ログラム終了後 に
は、職業価値観の多様性に気づ き、働 くことはお金のため、生活のためだけではなく、
社会的な意義 もあることに気づいた ことが うかがわれ る。いろいろな意見を受け入れ、
それ を認 め合 うことができたことは、子 どもたちに とつて、 とて も有意義なことであ






業価値観」の変化 を提 えよ うとし、児童の 「職業観・勤労観」 を育成す るための授業
プログラムを開発す ることについて検討 してきた。本研究では、「職業観・勤労観」を
主 として、職業に関す る知識に基づいた職業価値観 と態度 と定義 してい る。具体的に
は 「職業あるいは仕事 につ くことに よつて何 を得 ようとしているのか、何を最 も重視
して職業につ こ うとしているのか」とい うことに焦点を当てている。「職業観・勤労観」
を能力的な もの も含 めたキャ リア教育全体 と重なるもの と考 えた先行研究は多いが、
職業観・勤労観の中で も中核的な職業価値観 を直接考 えさせ るよ うな研究は少ない。
本研究では、家族イ ンタビューや職業調べ学習、小集団 (班)での話合い活動 といつ
た教育活動 を行い、その効果 を質問紙お よび、児童の感想 か ら測定 しよ うとした。そ
れぞれの実践内容 によって、児童がいかに 自己の価値 を形成す るのかについて以下の
2点の示唆を得た。
第 1に、①家族インタビュー、②職業調べ学習か ら、世の中にはいろいろな職業が
あ り、それ らの職業の内容について理解 を深めることが有効であること、また、職業
に関す る知識及び、職業価値観 と態度 を促進す ることができると考 えられ る。第 2に、
授業プ ログラムを通 じて、小集団 (班)の話 し合い活動、職業価値の順位づけなどを
行 うことによって、人 にはいろいろな価値観があることに気づ くことができたのでは
ないか と考える。
よ り具体的に言えば、この授業プログラムによって、①働 く (職業)ことへの理解、
②何のために働 くのか (価値)とい う目的 を理解す る効果があることが確認で きた。
①家族イ ンタビューや②職業調べ学習によって、児童たちの働 くことへの知識や意味
を把握 し、話 し合い活動によつて、他児童の多様 な価値観の違 いを認 め合 うこと、ま
た、現在の 自己の価値観 の確認 を理解できる授業プ ログラムだ と思 う。 いろいろな こ
とを学び、単純な考えか ら、幅広い価値観 を受容す る姿勢 を身につけ られた と考 える。
しか し、②何のために働 くのか (価値)についての理解 の中で、個人の価値観 は、将
来、変化 してい く可能性があることに気づ く。 とい うことは、小学校段階では具体的
に考えることが難 しい よ うに思えた。今後の課題 としては、児童がまだ実際に働 くこ
とへの経験がない ことや、物事 を断片的に考 える傾 向があることな どか ら、単発的な
活動では、断片的に終わつて しま うことが懸念 され る。 とはいえ、この授業プ ログラ
ムを通 して感 じた ことは、小学校段階で も実践的な職業価値観 を考えてい く教育活動
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が積極的に行 うことによ り、職業 0勤労に関す る価値観の形成 に影響 を与えると考 え
る。「多様な価値観の認識」、「職業観・勤労観 の育成」に効果のある授業プログラム開
発 を今後 ともさらに追及 してい きたい。
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中央教育審議会答 申 (2011).今後の学校 におけるキャ リア教育・職業教育の在 り方
について
国立教 育政策研究所 (2005).生涯 にわたるキャ リア発達の形成過程に関す る





近藤 雄 (2010).児童の勤労観や職業観をはぐくむプログラムの開発 。実施を通 して
青森県総合教育センター 研究紀要








国立教育政策研究所 (編) キャリア教育への招待 東洋館出版社,pp.45‐56.
≪参考文献≫
佐藤修一 (2012)キャ リア教育プログラム (総合的な学習の時間)











① あなたが知つている職業 を書いてみま しょう。
















あなたは、将来、何のために働 きたい と思いますか。それぞれにあてはまる数字 にOをつ
けて くだ さい。
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あなたが、興味のある職業についてイ ンターネ ッ トや本で調べてみま しょう。意外 に自
分の知 らない ことを仕事に しているか も知れませんね !また、その仕事が社会にどのよう
な意味を持つ ものかもしらべてみま しょう。将来、この仕事で働 けるといいですね☆
名前   (
職業名
※写真や絵 を描いて くだ さい。
① どのようなことをしていますか?
② どうしたら、その職業に就けますか?
③ その職業は、まわりの人に、どんなことをしてくれますか?
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Appendix 5
働 くことつてどんなこと? (名前
① あなたが将来の仕事を決めるとき、一番に考えることはどんなことですか?
12個から考えて、ランキングしてみましょう。
②これが一番重要だと思つ
たわけは何ですか?
③これがあま り重要でない
と思つたわけは何ですか?
① 偉くなるため
② 人に認められるため
③ お金持ちになるため
④ 自分の得意なことを生かすため
⑤ やりたいことをするため
⑥ 遊ぶのに必要なお金をもらうため
⑦ 暮らすのに必要なお金をもらうため
③ 人と仲良くするため
⑨ 人の役にたつため
⑩ 世の中をよくするため
⑪ 働くのは当たり前だから
⑫ 貧乏にならないため
??
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